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１．はじめに 

 走査型電子顕微鏡（SEM）による観察では、

電子線を使うため導電性のない繊維試料は帯電

してしまうので、試料に導電性処理（金属コー

ティング）を施す必要があります。しかし、試料

室内の真空度を下げると、試料室の残留ガスが、

入射電子や試料から発生する電子でイオン化さ

れ、試料の帯電を中和して軽減するため、その

ままの試料で観察や分析を行うことができます。 

２．低真空 SEMによる観察と分析 

 ポリアクリロニトリル系合成繊維は、アクリ

ロニトリルの繰返し単位が質量比で 85%以上含

むものをアクリル繊維、その他のもの（質量比

で 35%以上、85%未満含むもの）をモダクリル

繊維といいます 1)。通常、アクリル繊維は、アク

リロニトリルを主成分としてアクリル酸メチル

や酢酸ビニルが共重合され、モダクリル繊維は、

塩化ビニルや塩化ビニリデンが共重合されてい

ます。外観形状は、アクリル繊維、モダクリル繊

維ともに断面がハート形のものが多く、側面に

1本の太い線が走っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 モダクリル繊維を低真空SEMで観察すると、

側面には 1本の太い線が見られ（図１）、元素分

析（点分析：＋部）では、ニトリル基（-CN）に

由来する窒素（N）や、共重合成分に由来する塩

素（Cl）の検出が認められました（図２）。 

 また、検反（生地の検査）での金属検出機で

検知された織物の生地糸（毛／ポリエステル繊

維）を、低真空 SEMで観察すると、繊維表面に

多数の粉状のものが付着しているのが認められ

ました（図３：〇部など）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 元素分析（点分析：ポリエステル上の〇部）で

は、鉄（Fe）の検出が認められ、付着物は鉄粉

と判りました（図４）。このように、低真空 SEM

では、繊維試料に導電性処理を施すことなく、

迅速で簡単に観察や分析を行うことができます。 

３．おわりに 

 三河繊維技術センターでは、繊維の観察や分

析をはじめ、異物の分析など、繊維製品の各種

の評価試験を行っておりますので、お気軽にご

相談下さい。 
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図４ 元素分析結果（図３：〇部） 
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図２ 元素分析結果（図１：＋部） 

図１ モダクリル繊維 

図３ 生地糸 
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